
標準電波の偏差表

1. 放送周波数の偏差は進出m水品発振械と 一
次標準務となる水品発振器群との相互比較の結果

よD求めるのであって， とれら一失標準器は東京
天文台の決－定ずる平均太陽H射てより較正ナるもの
とする。

2. 報時信号の偏差は東京天文台の決定ナる卒

均太陽時に対ーするものであって， 同天文台で受信

電波について測定ナるととろによる。報i時ノミルス

は送信機の周波数を制御ナるのと同ーの水品発振
2舎でl!i!J御される。
3. (a) 周波数：（＋） 記号は放逸周波数の高

時刻
日附

周波数1954 

9月 1x io-s 0.001秒 10月 1 x10－.~ 

.v. 

1 +O. l - 5 1 +o. 2 

2 +1.8 - 4 2 +0.3 

3 + 1. 9 - 2 3 十0.4

4 +2.0 。 4 +0.4 

5 + 1. 9 + 2 5 +O. 5 

6 +2. 0 + 4 6 +0.6 
戸I 十2.0 + 6 7 +o. 5 

8 十2.1 + 8 8 +0.6 
一戸

9 十2.1 十10 9 +o. 6 

10 +o. 7 +11 10 +o. 6 

11 +0.8 +12 11 +o. 6 

12 十0.8 +12 12 +o. 7 

13 十1.1 十13 13 十0.7

1-! 十1.0 +14 14 +o. 7 

15 +l. 0 +15 15 +o. 7 

16 十0.9 +16 16 十0.7

17 十1.0 十17 17 +0.9 

18 + 1. 0 +17 18 +0.8 

19 +1.1 +19 19 +0.7 

20 + 1.1 +20 20 十0.6

21 十1.0 +21 21 十0.7

22 + 1. 1 +22 22 十0.9

23 十1.0 +23 23 十1.0 

2-l 十1.1 +24 24 +LO 

25 十1.2 +25 25 +1.1 

26 +l.2 十26 26 +1.1 

27 + l. 2 +27 27 十1.2 
コ÷

28 +l. 3 +28 28 +1.3 

29 。 +28 29 +l. 5 

30 +o. 2 +29 30 +l. 6. 

31 +1.8 
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第二部楳準課

かったとと左，（一）記号は低かった
ととを示ナ。偏差率は 1×10-sで表

す。か）記号はその日に周波数調整

宣行ったと とをど示ナ。
(b) 報時信号：（＋）記号は発射H寺刻信号

が正しいII寺刻よDも早かったととを
（一）記号は遅れたととを示す。偏差

は0.001秒で表ナ。（＆）記号はその日

に時調整を行ったととを示す。

偏差の値は毎日日本標準時 9時におけ る
値である。

［侍刻

0.001秒
！日附l波 1ぽf 亥リ1954 周数

11月 1x io-s 0.001秒 J
当時

+29 1 +1.8 +32 

+29 2 -0. 7 +32 

+29 3 -0. 7 +32 

+29 4 -0.4 +32 

+29 5 -0.4 +31 ' 

+30 6 -0.2 +31 

+30 7 -0.1 +31 

+31 8 -0.1 +32 

+31 9 。 +32 

+32 10 +0.1 +33 

+32 11 +0.2 +33 

+33 12 +0 ... 1 +33 

+3;i 13 +0.2 ー＋33

十15 14 +0.4 +34 

ム 16 15 +0.3 十34

十17 16 +0.4 +35 

十18 17 +0.5 +36 

十18 18 +0.5 +37 

+19 19 +0.5 +38 

十20 20 十0.6 十39

十21 21 +0.8 +40 

+21 22 十1.0 +41 

+21 23 +1.1 +42 

+22 24 +l. 4 +44 

十23 25 +2.0 十46
~－ 長

+24 26 +2.5 +4tl 
ー＆

十24 27 ／／  十36

+25 28 十2.8 +37 

+27 
マr

+39 29 +1.4 

+29 30 +2.1 十41

+30 
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